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令和３年第２回川本町議会定例会会議録
（第１日目）令和３年 ６月１１日 午前９時３０分開議

議 長 おはようございます。

本日、令和３年第２回定例会が招集されましたところ、ご多忙の中ご出席

をいただきまして、ありがとうございました。

ただいまの出席議員数は９名であります。

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。

々 これより、令和３年第２回川本町議会定例会を開会いたします。

それではただちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配布しているとおりです。

々 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長におきまして、

３番圓山議員、４番本山議員を指名をいたします。

々 日程第２、「会期の決定」の件を議題とします。

本定例会の会期は、あらかじめ、議会運営委員会において協議されており

ます。

その結果につきましては、お手元に配付しております、「審議予定表（案）」

のとおり、本日１１日から１６日までの６日間とし、本日は諸般の報告、町

長行政報告、議案の提案及び提案理由の説明、全体審議の質疑、請願の付託

までを行います。

々 本会議終了後、引き続いて全員協議会を開催します。終了後、大会議室に

て議会運営委員会を開催し、その終了後、産建町民常任委員会を開催する予

定としております。

々 １４日は、休会とします。

々 １５日は、午前９時００分より一般質問を行い、一般質問終了後、議会運

営委員会を開催する予定としております。

々 最終日の１６日は、午前９時３０分より本会議を開いて、全体審議で討論

を行い、採決となります。

々 以上、この予定表（案）のとおり、決定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）
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議 長 異議なしと認めます。

々 よって、本定例会の会期は、本日１１日から１６日までの６日間とするこ

とに決定いたしました。

々 なお、一般質問の通告は、本日の午後１時までとしておりますので申し上

げておきます。

々 お諮りします。

本会議における会議録の作成において、発言中の単純な言い間違いなどの

訂正については、会議規則第６３条の規定により、発言の趣旨を変更しなけ

れば訂正できることになっています。

々 これに該当する訂正については、議長において訂正することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

々 よって、そのように決定いたしました。

々 日程第３、「諸般の報告」を行います。

議長としての報告事項は、お手元に配布しております「議長報告、議員派

遣の件」のとおりですので、ご覧いただきたいと思います。

々 以上で、「諸般の報告」を終わります。

々 日程第４、「町長行政報告」を行います。番外野坂町長。

番外 皆さん、おはようございます。令和３年第２回川本町議会定例会を招集い

野坂町長 たしましたところ、議員の皆様には、万障お繰り合わせのうえ、ご出席を賜

り誠にありがとうございます。

開会にあたり、諸議案の説明に先立ちまして、諸般の事項についてご報告

申し上げます。

々 変異株の猛威も加わっての、新型コロナウイルス感染症、以下、「感染症」

と述べさせていただきます。この感染症の拡大に対応するために、４月２５

日に政府から発出されました、３度目となります緊急事態宣言は、その対象

が１０都道府県に拡大され、期限も６月２０日まで延長されております。

こうした中、昨年来、感染拡大の防止に向けた事業の中止や行事の縮小な

どへの、皆様からの多大なご理解・ご協力のお陰を持ちまして、町内での発
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番外 症を回避できておりますことに、深く感謝申し上げます。

野坂町長 今後も、全国の感染状況等を注視しながら、国・県の措置や指導のもと、

臨時交付金を財源として、感染拡大の防止、地域経済の回復などに全力で通

り組んでまいりますので、ご理解・ご協力のほどお願い申し上げます。

々 依然として、この感染症の収束の兆しが見えない中では、ワクチン接種を

円滑に進めていくことが、極めて重要となってまいります。

本町では、多くの方々が、かかりつけ医として頼っておられます、加藤病

院による個別接種をお願いすることとし、県が調整主体となって進められた

医療従事者向けの接種完了を受け、５月２４日から高齢者施設等への入所者

や従事者の方々向け、また、６月１日からは、６５歳以上の高齢者の方々向

けの接種を開始いたしました。

今後、年齢順で８月頭を目処に進め、次の段階の、基礎疾患をお持ちの方

や、６４歳以下の方々への接種を、安全・安心にそしてスムーズに行ってま

いります。

また、接種のため、高齢者や障がい者手帳をお持ちの方で、加藤病院に向

かわれる際の交通手段にお困りの方が、タクシーを利用される場合、その費

用の一部を町が負担する制度を設けることとし、６月補正予算案として今議

会に提出しております。

々 次に、避難情報の改正について、申し上げます。

々 このたび成立した、災害対策基本法等の一部を改正する法律が、令和３年

５月２０日から施行されております。

災害時における円滑かつ迅速な避難を確保するため、違いが分かりにくい

とされていた「警戒レベル４」における避難勧告が廃止され、避難指示に一

本化されました。

町では、この内容を自治会長会議・告知放送・防災訓練などを通じて、町

民の皆様へお知らせしてまいりました。

今後も、避難指示の発令があれば、直ちに避難されますよう、周知と運用

を徹底してまいります。

々 次に、流域治水対策について申し上げます。

々 今年度から、国では、あらゆる関係者が全体で行う「流域治水」の一環と

して、まちづくりと一体となった河川整備に本格的に取り組むこととされ、

江の川下流域を「緊急対策特定区間」とし、今後、概ね１０年間で事業費約

２５０億円の重点投資を実施することとされました。

実現に向けて、国・県・市町が一体となって取り組む連携組織として、こ

のたび、本町も参画する「江の川流域推進室」が設置されたところです。
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番外 この機を捉え、本町積年の課題である治水対策が、早期に実現し加速化さ

野坂町長 れますよう、国・県に対し、一層強固に働きかけるとともに、全力で取り組

んでまいります。

々 令和２年度の予算執行は、５月３１日をもって出納を閉鎖いたしましたの

で、決算見込額についてご報告申し上げます。

事業成果や決算数値など詳細につきましては、９月定例会において、あら

ためてご報告することとし、今回は決算見込額の概要について、ご説明させ

ていただきます。

初めに、一般会計の決算見込みについてであります。

歳入５２億３，２９７万２千円に対しまして、歳出５１億４，０９６万１

千円となり、差引した形式収支が、９，２０１万１千円となっております。

この内、道路災害対策事業等の翌年度への繰越財源３，４１８万６千円を

引いた、５，７８２万５千円が、実質的な余剰金として、次年度への繰越金

となると見込んでおります。

なお、令和２年度末の基金残高は２２億４，２９８万４千円で、地方債残

高は５２億２，０３５万１千円となる見込みです。

特別会計の決算見込みにつきましては、簡易水道特別会計で４０４万１千

円、国民健康保険特別会計で４５６万８千円、後期高齢者医療特別会計で５

万２千円の余剰金が見込まれております。

このほか、農業集落排水処理事業の特別会計では、歳入歳出差引はありま

せん。

々 それでは、町行政の主な動きにつきまして、順次ご報告申し上げます。

々 まず、「住み慣れた地域の暮らしが持続するまち」に関する動きについて

であります。

々 はじめに、住民主体の地域づくりの推進について申し上げます。

地域活動を通じて集まる暮らしの情報を、行政や専門機関に繋ぐ取り組み

として、巡回型及び常設型の「暮らしの保健室」が、「たすけあい川本」の

運営で始まりました。

巡回型は、昨年度に引き続き、多田、三島、三原、馬野原など、各地域の

サロンと合わせて開催予定です。今年度から取り組む常設型は、シーピース

の地域交流スペースで、５月１２日に１回目、２６日に２回目が開催されま

した。今後は、毎月第２水曜日に健康相談、第４水曜日に子育て相談が開催

される予定です。

また、集いの場づくりとして、住民主体の地域毎のサロンの支援を行うこ

ととしていますが、４月２６日に、各地域のサロン運営関係者と役場関係課

が、サロンの現状や課題を共有しました。今後も、定期的に情報共有し、住
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番外 民主体のサロンの定着を図ってまいります。

野坂町長

々 次に、移住・交流の推進について申し上げます。

移住・定住支援の一翼を担ってきた「かわもと暮らし情報センター」と、

交流人口の拡大に取り組んできた「地域活性化センターかわもと」を統合し

た新団体「かわもと暮らし」の運営が、４月より始まりました。

これまでの取り組みを基に、全国に広がりつつある関係人口へのアプロー

チも行い、交流・関係・移住を連動させて情報を発信するなど、「新しい人

の流れづくり」を推進してまいります。

６月５日には、コロナ禍における取り組みとして、ふるさと島根定住財団

のオンラインイベントへ参加し、本町の子育て環境や住まい情報、各種支援

制度などを紹介しました。出身者に対するＳＮＳを活用した情報提供や「出

身者応援宅配事業」など、様々な機会を通じて、ふるさと回帰に向けた機運

を醸成してまいります。

々 次に、国民健康保険事業について申し上げます。

国保連の速報値によりますと、昨年度の本町の１人当たりの医療費は、６

１万４，６７２円と、依然として県内で最も高い状況にありますが、調剤費

分については、対前年比２２％ほど減少しました。多剤服用の抑制や後発医

薬品の利用促進による効果が、減少要因の一つではないかと思われます。

今年度の国民健康保険税率につきましては、先の国民健康保険運営協議会で

のご審議を踏まえ、感染症の拡大による被保険者への経済的影響や、県内他

市町村の保険税率等を鑑み、中期的な財政運営に大きな影響を与えない範囲

で、引き下げることとし、所要の改正条例案を今議会に提出いたしておりま

す。

々 つづいて、「暮らしを支える生業、地域資源を活かした産業が根付くまち」

に関する動きについてであります。

々 はじめに、農業と農村の振興について申し上げます。

令和３年産米の作付は、割当面積どおりの１１５ヘクタールで、昨年比６

ヘクタールの減少となるものと見込まれます。

品種につきましては、「コシヒカリ」が中心となっておりますが、奨励し

ている「きぬむすめ」は、対前年比約１５％増の２２ヘクタール、「つや姫」

は１０ヘクタールとなっております。

昨年度から着手された、三原地区の３法人の広域連携によるドローンの共

同防除が、今年度から本格始動いたしました。

また、町内１０組織が取り組んでいる、多面的機能支払交付金事業につき

ましては、県と検討している事務の一元化に向けた広域連携体制を、今年度

中に構築する予定です。
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番外 次に、担い手の確保について申し上げます。

野坂町長 コロナ禍で、新規やＵターンによる就農希望者の確保が、難しい状況では

ありますが、新たな就農パッケージの作成やリモートを活用して、担い手を

確保してまいります。

々 次に、特産品の振興について申し上げます。

エゴマにつきましては、昨年度、作付面積は、約３ヘクタール増加して、

２４ヘクタールなった一方で、生産量は、天候不順や鳥の食害により、昨年

度と比較して約３５％減少しました。今後は、県と連携して収量増加に向け

て取り組み、更なるブランド化を図ってまいります。

々 次に、林業の振興について申し上げます。

このたび、本町在住の樋口千代子氏が代表を務める「樹冠ネットワーク」

が、公益社団法人島根県緑化推進委員会より、島根県緑化功労者として表彰

されました。

平成２２年度から開始された、自然豊かな江の川流域での、小・中学生を

対象とした森林環境学習などの活動が、高く評価されたものです。こうした

地道な活動が、林業の振興に向けて大きな課題となっております、将来の担

い手確保にも繋がりますよう大いに期待しております。

々 次に、商工業の振興について申し上げます。

本年度も、地域おこし協力隊制度を活用した、地域の課題に対応したビジ

ネスやものづくりなど、起業を目指す人材の確保・育成を実施しております。

また、昨年度まで、地域活性化センターかわもとに所属し、地域素材を活

用した食による地域活性化に取り組んでいた隊員は、今年度から起業に向け

た活動を開始しております。

々 次に、観光の振興について申し上げます。

平成３０年度に、観光資源の広域ネットワーク化を目的に設立された協議

会が、今年度からは、郡内３町と各観光協会で構成する「江の川流域広域観

光連携推進協議会」として、再始動しております。

引き続き、川本町観光協会が事務局を受け持ち、本町をはじめ、邑智郡エ

リアの地域資源を活用した、魅力ある旅行商品の開発や、観光パンフレット

の作成などの、情報発信に取り組んでまいります。

々 次に、町内の交流施設等の管理について申し上げます。

今年度から、湯谷温泉弥山荘、農村公園笹遊里、悠湯プラザを一体的に運

営しております。

また、道の駅インフォメーションセンターかわもとに、洋菓子の世界大会

で優勝経験のある、本町出身のパティシエ木下拓哉氏監修による、洋菓子の



- 7 -

番外 テイクアウト専用販売コーナーを整備しました。３月の開店以来、町内外か

野坂町長 ら、多くの方々に訪れていただいており、新たな町のお土産品としても期待

しています。

また、地域の防災拠点ともなる道の駅には、全国的に防災機能強化に向け

た施設整備が進められており、このたび、一般社団法人日本道路建設業協会

と一般社団法人全国道の駅連絡会が連携して、小型発電機及び投光器を寄贈

いたただきました。災害発生時には、復旧活動等に活用してまいります。

々 次に、誘致企業との連携について申し上げます。

このたび、株式会社三協様に寄贈していただいた、河津桜５００本を、町

道三原古市線沿いを中心に植栽いたしました。

今後は、株式会社三協様や地域の方々のご意見をいただきながら、町民の

皆様の憩いの場づくりや交流・観光人口の増加を目的として、桜による景観

づくりの取り組みを推進してまいります。

々 つづいて、「子ども達の夢を育み、挑戦する人材が育つまち」に関する動

きについてであります。

々 はじめに、学校教育について申し上げます。

４月９日に小・中学校の入学式が行われ、それぞれ２３名の新入生を迎え

ました。これにより、今年度の全校児童生徒数は、小学校が８学級１２１名、

中学校が５学級６５名となりました。確かな学力と豊かな心、健やかな体を

バランスよく育むことができるよう、教育振興に努めてまいります。

５月２７日には「全国学力・学習状況調査」が実施され、小学校６年生と

中学校３年生が参加しました。今後は、この結果と傾向を分析し、一層の学

力向上に取り組んでまいります。

々 次に、教育環境の整備について申し上げます。

今年度の学校施設の改修計画のうち、このたび、中学校の体育館屋根の改

修に係る設計業務が完了いたしました。工事に必要な費用を、６月補正予算

案として今議会に提出しております。

々 次に、教育の情報化推進について申し上げます。

かねてより募集しておりましたＩＣＴ支援員を、５月から１名雇用し、週

の前半は小学校で、後半は中学校での勤務を始めました。

また、昨年度末に整備が完了した、児童生徒の１人１台端末につきまして

は、先進事例を参考に教員のサポートをしながら、活用を進めてまいります。

々 次に、家庭教育支援について申し上げます。

「かわもとぽかぽか親子プロジェクト」事業として、４月１８日に「たけの
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番外 こ掘り」を、５月２２日に「森の箱庭づくり」を実施したところ、延べ２４

野坂町長 組の親子の参加がありました。

ボランティアスタッフとして、中学生と島根中央高校生の積極的な参加が

あり、地域の方々とともに充実した活動ができました。こうした取り組みを

通じて、地域との繋がりや、中・高生の縦の繋がりを深めてまいります。

々 次に、公民館活動について申し上げます。

昨年度、県による「公民館等を核とした人づくり機能強化事業」を活用し

て、三原地区を中心として、自主映画の制作に取り組んでまいりました。

５月３０日に、悠邑ふるさと会館大ホールで開催した、この作品の上映会に

は、延べ２２８人の来場がありました。制作を通じて培われた人的ネットワ

ークが、今後、広く地域を支える力となりますよう、大いに期待しておりま

す。

中央公民館では、社会福祉協議会と共催で、５０歳以上を対象とした今年

度の「悠々大学」を開講しました。２３名の受講申込があり、５月２０日に、

開講式と第１回目の講座を行いました。受講生の希望を踏まえた様々な体験

活動等を通じ、新たな気付きや仲間づくりの一助となるべく、実施してまい

ります。

々 次に、生涯スポーツについて申し上げます。

東京２０２０オリンピックの聖火リレーが、５月１５日に本町で開催され

ました。

当日は、悠邑ふるさと会館から三島の玉繰橋までの約２キロを、本町在住

の３名の方を含めた１２名のランナーにより、それぞれの想いを託したトー

チにより聖火が繋がれ、本町のスポーツ関係史に、新たな１ページが刻まれ

ました。

今後も、子どもからお年寄りまでの誰もが、自分らしく健康でいきいきと

過ごせるよう、生涯スポーツを普及し促進してまいります。

々 次に、文化財について申し上げます。

昨年度発刊いたしました「中世川本・石見小笠原氏関係史料集」は、これ

までに、およそ１３０冊を販売いたしました。町内外から問い合わせをいた

だき、注目度の高さを実感しており、秋以降の、発刊記念の講演会開催に向

けて、準備を進めてまいります。

々 次に、文化振興について申し上げます。

悠邑ふるさと会館で、今年度４回の上映を予定している「悠邑名画シアタ

ー」の第１回目を、６月１３日に開催いたします。感染症対策のガイドライ

ンに従い、安全・安心に実施いたします。

また、６月２７日には、ＮＨＫ「ベストオブクラシック」の公開収録が予
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番外 定されておりますが、大ホールの座席や共有スペースなどに、抗菌・抗ウイ

野坂町長 ルス化処理を施すこととしております。今後も、町民の皆様が安心して利用

できますよう、感染症対策を徹底してまいります。

々 次に、島根中央高校の魅力化支援について申し上げます。

４月８日に始業式、９日に入学式が行われ、新年度がスタートしました。

今年度の入学者数は６０名で、生徒総数は２１６名となりました。

５月６日には、石川県で行われた海外派遣選手最終選考会へ、カヌー部が

出場し、各種目で優勝した男子生徒３名が、９月にポルトガルで開催される

ジュニア世界選手権の、日本代表選手に選考される快挙となりました。

先般開催された県高校総体では、陸上部が３種目、カヌー部が５種目で優

勝するなど、好成績を残しました。

また、５月には、県看護協会が募集した、高校生の「心に残る看護エピソ

ード」において、１名が第２位に相当する優秀賞を受賞し、「看護の日」記

念のつどいで作文発表を行いました。

引き続き、学習面や部活動において、環境整備等の支援に取り組んでまい

ります。

今年度中に、全ての県立高校で設置することとされている、「高校魅力化

コンソーシアム」については、６月１７日に設立が予定されております。

学校教育目標として、「地域を愛し夢を叶える若人の育成～島根の中央から

の挑戦～」の実現を目指すとされており、町としましても、「学校と地域が

一体となった教育を核とした地方創生」に向け、協働体制を構築してまいり

ます。

々 つづいて、「すべての住民が、安心して暮らせるまち」に関する施策につ

いてであります。

々 はじめに、防災・減災について申し上げます。

出水期を迎えるにあたり、５月２０日には、各自治会長の連絡先や、避難

指示発令時の伝達内容を確認する、情報伝達訓練を実施しました。

５月３０日には、町民の皆様と役場職員が合同で、受付時の検温・体調確

認などの感染症対策の留意点や、間仕切りなどの資器材の設置方法などを確

認する、避難所の運営訓練を実施しました。

６月６日は、６自治会約２００名の方が参加し、避難場所への経路の確認

や、ハザードマップを活用した災害リスクを周知するなどの、防災訓練を実

施しました。

々 次に、道路整備について申し上げます。

町道事業では、田原絵堂線の道路改良測量設計業務を実施する予定となっ

ております。
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番外 災害対策事業では、三島三谷線の落石対策工事を発注しております。

野坂町長 県道事業では、一般県道川本大家線の谷戸工区の工事が完成し、５月に供用

開始されております。

々 次に、簡易水道について申し上げます。

因原地区、一般県道別府川本線沿いの配水管布設工事を発注しております。

々 次に、水防災事業について申し上げます。

無堤防地区の宅地嵩上げによる水防災事業の早期実現に向け、４月９日に、

中国地方整備局及び浜田河川国道事務所へ、５月１１日に、江の川下流域治

水期成同盟会の構成員として、浜田河川国道事務所・県議会議員・県へ、５

月１３日に、中国治水期成同盟会連合会の構成員として、中国地方整備局へ、

５月２１日には、県央県土整備事務所に対して、それぞれ要望を行っており

ます。今後も、事業の加速化に向けまして、継続して強く働きかけてまいり

ます。

々 次に、環境衛生について申し上げます。

昨年度の邑智クリーンセンターへのごみのうち、本町分は、全体の２１．

８％を占める１，１１７トン、前年度比０．６トン増となり、可燃ごみは減

少し、資源ごみ・不燃ごみが２６トン増えております。

現在、邑智クリーンセンターと構成３町において、家庭に配布する、ごみ

分別等の小冊子について見直し作業を進めており、一層の分別を徹底しリサ

イクルを図ってまいります。

々 つづいて、「効率的な行財政運営の推進」に関する施策についてでありま

す。

々 かわもと音戯館の空調設備は、一部故障への対応が不可欠となったことか

ら、このたび、必要なエリアについて順次、早期に完了するよう更新してま

いります。

々 昨年度のふるさと納税通常寄附につきましては、対前年比５８０万円増の

２，１１５万円、７月豪雨災害に伴い設けました災害寄附につきましては、

１０６万円の寄附をいただきました。

今年度からは、寄附額の増額を目指すため、受付窓口となるポータルサイ

トを新たに１つ追加しました。また、新たな使途として、「ひとり親家庭へ

の支援に関する事業」を追加して受け付けています。

そのほか、多様な返礼品希望に応えるために、新たに１業者に返礼品提供

事業者として登録していただきました。
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番外 今定例会に提案しました案件は、条例案件４件、予算案件２件、その他案

野坂町長 件２件であります。

後ほど、担当課長から、これらの説明をさせますので、何とぞよろしくご

審議のほど、お願い申し上げまして、行政報告とさせていただきます。

議 長 以上で、「町長行政報告」を終わります。

々 ここで、暫時休憩といたします。再開は１０時１５分といたします。

（午前１０時０７分）

々 会議を再開いたします。 （午前１０時１５分）

々 お諮りいたします。

この際、日程第５「議案第３９号、川本町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定について」から、日程第１３「報告第１号、令和２年度川

本町一般会計予算繰越の報告について」までを、一括議題にしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

々 異議なしと認めます。

よって、そのように決定いたしました。

々 執行部から議案の提案理由の説明を求めますが、今議会におきましては、

提案説明者並びに事務局長からの議案書の朗読は省略いたします。

々 それでは、執行部から議案ごとに順次、提案理由の説明を求めます。

々 日程第５「議案第３９号」から、日程第６「議案第４０号」について説明

を求めます。番外高良町民生活課長。

番外高良町 おはようございます。「議案第３９号、川本町国民健康保険税条例の一部

民生活課長 を改正する条例の制定について」ご説明いたします。

説明資料、７ページをご覧ください。

１．改正理由は、新型コロナウイルス感染症による被保険者への経済的な

影響などを考慮し、中期的な保険事業運営に影響を与えない範囲で、保険税

率の引き下げを行うこととするものであります。

２．改正概要として、まず、この表の現行ですが、令和３年度の収納必要

額は、７，１００万円と見込んでおり、この７，１００万円の必要額に対し、

令和３年度所得を用いて、現行の保険税率で試算すると、保険税は５，０５

０万円、そして、公費は１，８００万円、この公費は、国・県・町からの保
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番外高良町 険基盤安定負担金です、そして、基金の繰入は、２５０万円となります。

民生活課長 改正案では、中期的な保険事業運営に影響を与えないことを考慮し、近年、

意識しております４，０００万円程度の基金を、今年度末にも、安定的に保

つことを意識した上で、さらに、２００万円程度、基金からの繰入が可能で

あると算定されます。

従いまして、必要額となる７，１００万円の確保に向け、改正案では、さ

らに、２００万円程度を、基金から 繰り入れることにより、当初より引き

下げた総額４，８５０万円程度の保険税が確保されるよう、区分ごとの税率

改定について検討いたしました。

その内容が、次の、３．改正内容ですが、県内の他の市町村より、高めの

設定となっている税率区分について、一層の負担の平準化を図る、とした考

え方のもとで検討をおこない、所得割、平等割の一部を、この表の朱書き部

分のように引き下げることで、２００万円程度となるよう、保険税率の引き

下げを図ろうとするものであります。

なお、税率の引き下げにつきましては、諮問機関である国民健康保険運営

協議会において、先般、ご審議をいただき、その方針を受けて、今定例会に

おいて上程し、ご審議をいただくものであります。

本条例は、公布の日から施行し、令和３年度以後の国民健康保険税につい

て、適用します。

以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

々 続きまして、「議案第４０号、川本町営住宅設置管理条例の一部を改正す

る条例の制定について」ご説明いたします。

本議案は、町営住宅の戸数について、所要の改正を行うものであります。

改正の内容は、２ページの新旧対照表をご覧ください。

本条例の別表には、団地の名称や、戸数を記載しておりますが、神田団地

について、入居者からの願いを受けて、令和２年度に、３戸 譲渡を行いま
こ

した。

これにより、神田団地の戸数を、１１から、８に、改正を行うものでござ

います。

この条例は、公布の日から施行いたします。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議 長 次に、日程第７「議案第４１号」について説明を求めます。

番外櫻本健康福祉課長。

番外櫻本健 「議案第４１号、川本町子ども等医療費助成条例の一部を改正する条例の制

康福祉課長 定について」ご説明いたします。

２ページの新旧対照表をご覧ください。

このたびの改正は、本条例の第５条において定めている資格証の提示につ
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番外櫻本健 いて、社会保険各法に定める保険証としているものを、社会保険各法に定め

康福祉課長 る保険証等に改めるものです。

改正理由については３ページの説明資料でご説明します。

医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の改正に

より、オンライン資格確認が導入され、マイナンバーカードによる保険証利

用が可能となったことによるものです。施行期日は公布の日からとしており

ます。なお、オンライン資格確認の本格運用については、システムの安定性

確保やデータの正確性担保などの観点から１０月までに開始される予定とな

っております。

また、マイナンバーカードを健康保険証として利用するためには、マイナ

ポータル等で申込手続きをしていただくことになります。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議 長 次に、日程第８「議案第４２号」について説明を求めます。

番外坂根教育課長。

番外坂根教 「議案第４２号、川本町スクールバス管理運行条例の一部を改正する条例の

育課長 制定について」ご説明いたします。

３ページの説明資料をご覧下さい。

このたびの改正の理由は、川本町奨励作物支援事業として取り組むピーマ

ンの集荷にスクールバスを活用するため、４月１日付けで少量貨物有償運送

の許可を受けておりますので、実際の運用開始にあたり必要な事項を定める

ものです。

改正の概要は、スクールバスの定義に少量貨物有償運送の規定を追加する

こと。料金の種別に「貨物運送料金」を追加すること。料金及び適用基準に、

運送する貨物の規格、運賃、対象者等の規定を追加すること。以上の３点で

ございます。

２ページの新旧対照表をご覧下さい。

第２条に、道路運送法第７８条第２号の次に「及び第３号」を加えます。

これが、少量貨物有償運送の規定でございます。

次に、第４条、第１号から第３号は、普通料金、定期料金、回数券料金で

すが、ここに第４号：貨物運送料金を加え、スクールバスの利用料金種別を

３種から４種に改めます。

次に、第５条第１号の表に、貨物運送料金を加えて荷物の規格を定め、１

個あたりの料金を２６円といたします。

また、同じく第５条の第５号として、貨物運送料金の具体について、島根

県農業協同組合が生産者から野菜を集荷する場合に適用すること、また生産

者とは島根県農業協同組合に出荷する者に限ることを規定いたします。

この条例は公布の日から施行するものとしております。

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。
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議 長 次に、日程第９「議案第４３号」について説明を求めます。

番外湯浅総務財政課長。

番外湯浅総 「議案第４３号、令和３年度川本町一般会計補正予算（第２号）」について

務財政課長 ご説明します。

今回の補正予算は、歳入歳出の総額にそれぞれ６１，６９９千円を追加し

て、歳入歳出の総額をそれぞれ４，３７１，５８２千円とするものです。

今回の補正予算の主なものは、職員の人事異動などに伴う職員給与費等の

補正と、補助事業の採択に伴う事業費の補正、新型コロナワクチン接種に係

わるもののほか、緊急に対応すべき工事などの事業費を計上しております。

まず、資料２２ページの歳出をご覧ください。

給与費等の補正以外の主な事業について説明いたします。

１款の議会費では、議会用タブレット端末導入事業費で、クラウドシステ

ム使用料など、当初予算で組んでいたものを、コロナ交付金で導入するタブ

レット機器と同じ総務費の情報対策事業費への組み替え１，２５４千円。

総務費では、先ほどの議会費からの組み替えと自治会から申請のコミュニ

ティー助成事業が採択となり、１，１００千円。

３款、民生費では、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける、ひとり親

と、その他の低所得の子育て世帯に対して、子育て世帯生活支援特別給付金

３，７２０千円。

衛生費では、新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について、高齢者な

ど接種会場までの移動が困難な方に対して、タクシー利用助成２，６６０千

円。

６款、農林水産業費では、民家へ影響を及ぼす山の崩壊が町内で１件発生

し、対策に緊急を要しますので、県の事業を活用した林地崩壊防止対策事業

費６，０００千円。有害鳥獣被害防止アドバイザー報償費は、前年度雇用し

ていた有害鳥獣対策専門員に代わり、被害防止のアドバイザーを依頼するた

めの報償費１，３０８千円。

８款、土木費では、町道金比羅公園線の法面が崩落し、県道の通行車両や

通行者への影響があり、早期に復旧させる必要があるため、７，０００千円。

１０款、教育費では、中学校体育館の屋根改修工事につきまして、当初予

算で設計費を計上しておりましたが、この度、事業費を設計いたしましたの

で、その事業費３７，４３２千円。小中学校スクールサポートスタッフ配置

事業は、コロナ禍において増加した教職員の業務を支援する職員を配置する

ための事業費３，０７１千円。川本公園の受電設備でございますが、老朽化

によりまして漏電発生時には、周辺の電力利用者への停電を発生させる恐れ

があり、早急に対応する必要があるため修繕費１，４１９千円です。

次に、ひとつ前のページの２１ページ、歳入の表をご覧ください。

１２款、分担金及び負担金では、林地崩壊防止対策事業地元負担金として

１，２５０千円。
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番外湯浅総 １４款、国庫支出金では、先ほど説明しました、ワクチン接種のためのタ

務財政課長 クシー助成を、臨時交付金事業を活用して実施することとして２，６６０千

円。子育て世帯生活支援特別給付金は３，７２０千円。

１５款、県支出金では、スクールサポートスタッフ配置補助金５，１３７

千円。林地崩壊防止対策事業費補助金は２，５００千円。

１８款、繰入金は、中学校体育館の屋根改修事業費に学校教育施設整備基

金を充てることとして３７，４３２千円。このたびの補正予算全体を通して

の財源調整として、５，７００千円の財政調整基金繰入金を計上しておりま

す。

２０款、諸収入では、コミュニティー助成事業補助金１，１００千円。

町債では、林地崩壊防止対策事業費のうち町負担分について２，２００千

円を計上しております。

次に、資料２３ページをご覧ください。

上段には、先ほど説明しました地方債の補正を計上しておりまして、補正

後の令和３年度の起債の限度額は６０９，７３８千円となっております。

下段には、先ほど説明した基金の補正を反映させた、基金の状況をあげて

おりますが、年度末の基金残高は、総額で２，０２２，０５８千円と見込ん

でおります。

次のページ、２４ページには、ワクチン接種対応タクシー利用助成事業の

概要を記載しております。これは、ワクチン接種会場への移動に際しまして、

自家用車や公共交通機関を利用することが困難な方へタクシー料金の助成を

し、ワクチン接種を促進させることを目的としております。

概要としましては、ワクチン接種のために、接種会場への移動のためにタ

クシーを利用する高齢者、障害者手帳保有者などが対象で、助成額はタクシ

ーメーター金額の２分の１とし、その額が１，０００円を超える場合は、個

人負担額の上限を１，０００円とするものでございます。

説明は、以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議 長 次に、日程第１０「議案第４４号」について説明を求めます。

番外櫻本健康福祉課長。

番外櫻本健 「議案第４４号、令和３年度川本町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

康福祉課長 １号）」について説明させていただきます。

歳入歳出予算の補正として、歳入歳出予算の総額に３３３千円を追加し、

歳入歳出予算総額を４７３，１１６千円とするものです。

５ページの資料でご説明いたします。

今回の補正予算の内容は、定期人事異動に伴う人件費に関する補正で、歳

出について、総務費の総務管理費に３３３千円を追加し、同額を歳入の一般

会計繰入金に追加しております。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いします。



- 16 -

議 長 次に、日程第１１「議案第４５号」から、日程第１２「議案第４６号」に

ついて説明を求めます。番外伊藤地域整備課長。

番外伊藤地 「議案第４５号、町道路線の認定について」ご説明いたします。

域整備課長 本議案は道路法第８条第２項の規定に基づき、町道の路線を認定するもの

であります。

認定する路線は、起点、川本町大字谷戸２９４８番７。終点、川本町大字

谷戸２９４８番５。延長３８６ｍ、幅員が４．５ｍから７．６ｍの谷戸三俣

線でございます。

次のページの認定提案理由をご覧ください。

谷戸三俣線につきましては、県道川本大家線バイパス工事に伴い、島根県

から旧道路敷を町へ移管されたことにより、町道として認定するものであり

ます。

次のページに平面図を添付しておりますので、ご確認のほど、お願いいた

します。以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

々 続きまして、「議案第４６号、工事請負契約の締結について」ご説明いた

します。

本議案は、令和３年５月２８日に指名競争入札に付した「令和２年度、

明許繰越、社会資本整備総合交付金事業（災害防除）町道三島三谷線工事」

について、請負契約を締結するために、地方自治法第９６条第１項第５号及

び、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

契約の目的は、令和２年度明許繰越社会資本整備総合交付金事業（災害防

除）町道三島三谷線工事。契約の方法は、指名競争入札。契約の金額は、７

０，６２０，０００円。契約の相手方は、島根県邑智郡川本町大字南佐木２

８２番地１。株式会社オ－サン 代表取締役 甚田尚氏でございます。

工事内容につきましては、落石対策工事であります。工事場所は、三島

玉 繰地内にある、砂防えん堤付近の道路斜面でございます。
たまくり

工期については、令和４年３月３１日としております。

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議 長 続いて、日程第１３「報告第１号」について説明を求めます。

番外湯浅総務財政課長。

番外湯浅総 「報告第１号、令和２年度川本町一般会計予算繰越の報告」についてでござ

務財政課長 います。

令和２年度川本町一般会計予算繰越明許費について、地方自治法施行令の

規定に基づき、報告いたします。

次のページの、繰越計算書をご覧ください。
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番外湯浅総 令和２年度予算のうち、３年度に繰り越した繰越明許費は、計算書のとお

務財政課長 りで、翌年度繰越額は、２款、総務費では、ＩＰ告知端末テレビ電話機能拡

張事業１７，４６８千円。住まいづくり応援事業では３,２００千円

４款、衛生費では、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業６２千

円。新型コロナウイルスワクチン接種対策事業では、７６３千円。

６款、農林水産業費では、道の駅コロナ感染症対策整備事業４，８５１千

円。農地耕作条件改善事業（三原２地区）では、３，９２２千円。同じく農

地耕作条件改善事業（因原地区）で、は２，０００千円。農地耕作条件改善

事業（三原３地区）では、９，６００千円。農業水路等長寿命化・防災減災

事業では、５，６００千円でございます。

７款、商工費では、新規ビジネス促進事業２，４００千円。河津桜植栽整

備事業１８，４２９千円。

８款、土木費では、橋梁長寿命化事業１１，１７１千円。道路災害対策事

業では、８０，６６１千円。町道中倉日向線改良事業では、５１，３００千

円。町道三原古市線整備事業では、５０，７８７千円。

１０款、教育費では、学校保健特別対策事業で、１，６３３千円。小中学

校体育館空調整備事業では、１３，３００千円。

１１款、災害復旧費では、現年発生公共土木施設災害復旧事業費で、６，

５００千円。現年発生公共土木施設単独災害復旧事業では、３１，０１３千

円でございます。

それぞれの事業に対する、補助金や地方債につきましては、表の通りでご

ざいます。以上でございます。

議 長 以上で、執行部からの提案理由の説明を終わります。

々 ここで、暫時休憩といたします。

々 これより会議を再開し、これより全体審議・質疑を行います。

全員協議会に切り替えます。 （午前１０時４１分）

々 （全員協議会へ切り替え・・・議案第３９号から報告第１号までを各議案順

・報告順に全員協議会として審議・質疑）

々 「議案第３９号、川本町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」の、質疑を行います。質疑はありませんか。

５番木村議員。

５番 単語っていうか、２つほどお願いします。第５条３項とありますけど、特

木村議員 定世帯及び特定継続世帯以外という言葉、特定世帯、特定継続世帯、これを

分かり易く言葉についてご説明をお願いします。それから説明資料にありま
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５番 す、これの減額の関係についてでは、モデル的に一世帯でも良いですけど、

木村議員 どの程度の減額になるのか。モデル的なものがあるようでしたらご説明願い

たい。もし分からないようでしたら、また別途資料をいただきたい。以上で

す。

議 長 番外町民生活課長。

番外高良町 まず、ご質問の一点目の特定世帯等につきましては、例えば夫婦で国民健

民生活課長 康保険に加入しておられて、片方が年齢到達をして後期高齢の保険に要は移

られた場合に、要は激変緩和をするために、軽減とかの措置を行いながら、

保険料が変わっていくという、そういった世帯に該当するケースになります。

それから二点目のモデル世帯という事で、ちょっとこっちは幾らか試算をし

てみました。まず、モデル世帯で夫婦、あと子供２人という事で、例えばで

すけれども、世帯所得が３００万円の場合ですね、改正による影響額が年間

で１６，４００円の減になります。それからモデル世帯、次が世帯所得が１

５０万円の場合は、年間で８，３００円の減額となっております。もう１つ

が７割軽減が掛かっております世帯については、年間３００円の減額となっ

ております。以上です。

議 長 （「よろしいです」の声あり）

はい、他にありますか。

８番片岡議員。

８番 私は５、６年前ですか、国保の委員をしてまして、その時からの私の主張

片岡議員 なんですが、この所得割の金額、所得割の割合、これが川本町は他市町に比

べて高い。これを是正して欲しいというのが私の持論だったわけですが、今

回、コロナの関係もありまして、０．２％、０．４％減額になるわけですが、

これはコロナに限らずやっぱり他町村と税額を平準化するためには、この所

得割のところを一定割合の％にしないと、やっぱり川本町は住みづらいなと

いう形になってくると思うんです。ですから今回このコロナにおいて、これ

が他町村もこの所得割のところを下げるんだったら、これから先、川本町は

一層のここを下げるように努力をしていただきたいなと思います。その他町

村が今回のコロナのあれで所得割が下がるかどうか、それだけちょっと教え

てもらえますか。

議 長 番外櫻本健康福祉課長。

番外櫻本健 まず今回ですね、下げた理由としまして、コロナの影響というのもあるん

康福祉課長 ですけれども、先ほど仰られたように県内の他町村と比較しても少し高いと

ころについては、見直しをした方が良いんではないかというところで下げて
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番外櫻本健 おります。他町村、今回コロナの影響ということで、それが要因で下げられ

康福祉課長 たかどうかっていうのは把握しておりませんけれども、県の方においても、

平成３０年から財政運営主体という事で、県としても計画立てて運営をされ

ておりますけれども、それも所謂３年をスパンとして財政状況について中間

見直しもされています。そういったところを踏まえて、うちとしましてもあ

る程度、中期的な３年スパンというところも目処にしながら、他町村の状況、

或いは今、持っている保有している基金の状況、そういったところを考慮し

ながら、できるだけ負担感の無いようなところで治めていくようには考えて

いきたいというふうには思っております。以上でございます。

議 長 よろしいですか。

（「はい」の声あり）

他にありますか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 次に、「議案第４０号、川本町営住宅設置管理条例の一部を改正する条例

の制定について」の質疑を行います。

々 質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 次に、「議案第４１号、川本町子ども等医療費助成条例の一部を改正する

条例の制定について」の質疑を行います。

々 質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 次に、「議案第４２号、川本町スクールバス管理運行条例の一部を改正す

る条例の制定について」の質疑を行います。

々 質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 次に、「議案第４３号、令和３年度川本町一般会計補正予算（第２号）」

について、質疑を行います。



- 20 -

議 長 質疑はありませんか。よろしいですか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 次に、「議案第４４号、令和３年度川本町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第１号）」について、質疑を行います。

々 質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 次に、「議案第４５号、町道路線の認定について」の質疑を行います。

々 質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 次に、「議案第４６号、工事請負契約の締結について」の質疑を行います。

々 質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 続いて、「報告第１号、令和２年度川本町一般会計予算繰越の報告につい

て」の質疑を行います。

々 質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

はい、質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 以上をもって、全体審査・質疑を終了いたします。

々 これより、会議を再開いたします。 （午前１０時５１分）

々 日程第１４「発委第１号、川本町議会会議規則の一部を改正する規則の制

定について」の件を議題といたします。

議会運営委員長から趣旨説明を求めます。７番植田議会運営委員長。

植田議会運 それでは、「発委第１号、川本町議会会議規則の一部を改正する規則の制

営委員長 定について」、ご説明いたします。
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植田議会運 資料３ページをお開きください。

営委員長 改正の趣旨ですが、女性や若者をはじめ多様な層の住民が議員に立候補し活

躍できる環境の整備が求められる中、令和２年２月２５日に閣議決定された「第５次

男女共同参画基本計画」においては、出産に係る産前・産後期間にも配慮した会議

規則の整備や、育児・介護等の欠席事由としての明文化が促進されるよう要請する

ことが明記されました。

また、現在、政府においては、令和２年７月１７日閣議決定された規制改革実施

計画等に基づき、全ての行政手続きにおける押印義務を廃止する方向で検討が行

われているところであります。

こうした状況を踏まえ、議員活動と家庭生活の両立支援策をはじめ、男女の議員

が活動しやすい環境整備を図るとともに、請願者の利便性の向上を図るため、所要

の改正を行うものであります。

改正内容は大きく２つ、会議の欠席事由の整備と請願の押印義務付けの緩和に

なります。

具体的な改正内容は、２ページの新旧対照表をご覧ください。

第２条第１項の欠席の事由について、「事故」としていたものを、出産、育児、介護

などの諸要因に配慮できるよう、欠席事由を整備するものです。合わせて、改正前

の「事故」については、一般的に思いがけず生じた悪い出来事の意でとらえられ、誤

解を招く可能性があることから、公務、傷病などの例示に改めるものです。

また、同条第２項は、出産のための欠席期間を具体的に定めるものです。労働基

準法の規定を参酌して期間を明示するものであります。

第８８条は、請願書の押印について、一律に押印を求めていたものを、署名又は

記名押印に改め、請願者が自署している場合は押印を不要とするものです。

なお、施行の期日は、公布の日からといたします。

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議 長 以上で、趣旨説明を終わります。

々 これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。

々 これより討論を行います。討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

討論なしと認めます。討論を終結いたします。

々 これより採決に入ります。

この採決は、「挙手」により行います。

々 「発委第１号、川本町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について」
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議 長 に賛成の皆さんの「挙手」を求めます。

々 挙手「全員」であります。

々 よって、「発委第１号」は、原案のとおり「決定」いたしました。

々 次に、日程第１５「川本町選挙管理委員の選挙」を行います。

々 お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項

の規定により、指名推選により行いたいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

よって、選挙の方法は、指名推選で行うことに「決定」いたしました。

々 お諮りします。

指名の方法については、６番石川議員において指名をしていただきたいと

思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

よって、そのように「決定」しました。

それでは、川本町選挙管理委員の指名をお願いします。６番石川議員。

６番 それでは、川本町選挙管理委員の指名をいたします。敬省は省略させてい

石川議員 ただきます。

委員、中垣 和夫。川本町大字因原２６９番地。昭和２２年１１月４日生ま

れ。委員、釜田 雄二。川本町大字三原５１５番地。昭和２５年１０月１３

日生まれ。委員、野田 健。川本町大字因原２５６番地。昭和２４年３月１

７日生まれ。委員、横田 和也。川本町大字川下１１６７番地２。昭和２７

年１月２６日生まれ。以上の４名の方を推選します。

議 長 お諮りいたします。

ただいま、指名された４名の方を、選挙管理委員の当選人と定めることに、

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

々 よって、中垣 和夫氏、釜田 雄二氏、野田 健氏、横田 和也氏、以上

４名の方が、「川本町選挙管理委員」に当選されました。

々 続いて、日程第１６「川本町選挙管理委員補充員の選挙」を行います。
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議 長 お諮りいたします。

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名

推選により行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

よって、選挙の方法は、指名推選で行うことに「決定」いたしました。

々 お諮りしいたします。

指名の方法については、６番石川議員において指名をしていただきたいと

思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

よって、そのように「決定」しました。

それでは、川本町選挙管理委員補充員の指名をお願いします。６番石川議

員。

６番 それでは、川本町選挙管理委員補充員の指名をいたします。敬称は省略させ

石川議員 ていただきます。

補充員、第１順位、木下 朗。川本町大字川本６２３番地８。昭和３３年７月

２９日生まれ。補充員、第２順位、赤穴 清。川本町大字川本１６５番地１５。

昭和３１年１２月２０日生まれ。補充員、第３順位、湯淺 清惠。川本町大字

湯谷８１１番地内２。昭和３１年２月１３日生まれ。補充員、第４順位、市原
うち

有美。川本町大字南佐木３４３番地。昭和２８年６月１５日生まれ。

以上の順位にて４名の方を指名します。

議 長 お諮りいたします。

ただいま、指名された４名の方を、順位のっとおり選挙管理委員補充員の

当選人と定めることに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

々 よって、木下 朗氏、赤穴 清氏、湯淺 清惠氏、市原 有美氏、以上４

名の方が、順位のとおり「川本町選挙管理委員補充員」に当選されました。

々 次に、日程第１７「請願第１号」の件を議題といたします。

本日までに受理いたしました請願は、お手元に配付しております「請願文

書表」のとおりであります。

々 会議規則第９１条第１項の規定により、所管の常任委員会へ付託いたしま

したので、ご報告をいたします。
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議 長 以上をもって、本日の議事日程はすべて終了いたしました。

（午前１１時０２分）

この会議録は、川本町議会事務局長 中嶋 則行 が記載したもので、その内容におい

て、正確である旨を証するためここに署名をする。

川本町議会議長

川本町議会議員

川本町議会議員


